
第３回「原子力発電の安全管理と社会環境に関するワークショップ」 

平成19年１２月１９日 

開催趣旨 

原子力施設の安全を確保するためには、施設・設備のハードの健全性を中心とした安全

規制だけでなく、運営管理などの人的要因にも目を配る、いわゆるソフト面の安全規制が

重要であると認識されて久しい。 

これまでソフト面での安全確保に関して、多くの研究開発が行われ、また規制制度も見

直されてきたにもかかわらず、トラブルや不祥事は根絶されていない。 

そこで、原子力の安全管理と社会環境に関する研究開発の現状と課題、事業者と規制当

局の関連する事項の実施状況と課題などを持ち寄り、関係者の共通認識とした上で、行う

べき研究開発の課題や方向性、事業者や規制当局が実施すべき事項などを充実するための

手がかりとしたい。 

上記の趣旨で平成19年3月8日に第１回、同年9月１２日に第2回のワークショップを開催

したが、今回は特に人間信頼性に焦点を当て、ヒューマンファクター及び品質管理の側面

からの講演とパネルディスカッションによる第３回目のワークショップを開催する。 

 

日時 平成２０年３月１０日（月） 13：00～17：00 

場所 東京大学 浅野キャンパス 武田先端知ビル5階 武田ホール 

主催 グローバルCOEプログラム「世界を先導する原子力教育研究イニシアチブ」 

（東京大学 大学院工学系研究科 原子力国際専攻） 

日本原子力学会 社会・環境部会／ヒューマンマシンシステム部会、 

日本品質管理学会 

後援 原子力安全・保安院、原子力安全基盤機構 

 

参加費 無 料 

定員 ２００名 

・参加者には第 2回ワークショップの報告書を配布いたします。 

 

申し込み方法：東京大学 大学院工学系研究科 原子力専攻 

        班目研究室 E-mail： ethics@nuclear.jp

       氏名、所属、連絡先を付して 3月 5日１７：００までにお申し込み下さい。 

 

mailto:ethics@nuclear.jp


プログラム 

 

13：00 開会挨拶                     班目 春樹（東京大学） 

 

ヒューマンファクター分野 

座長 五福 明夫（岡山大学） 

13：10「伊方発電所におけるヒューマンエラー防止への取り組みについて（仮）」 

宮本 利彦（四国電力） 

13：35「リスク解析におけるヒューマンエラーや組織事故の取り扱い方について」 

氏田 博士（エネルギー総合工学研究所） 

14：00「発電所の現場における教育訓練の現状及び更なる改善」 

堀江  明（東京電力） 

 

14：25～14：40 休憩 

 

品質管理分野 

座長 班目 春樹（東京大学） 

14：40「ヒューマンエラー未然防止活動と小集団改善活動」 

中條 武志（中央大学） 

15：05「組織構造とヒューマンファクターとの関係について」 

田中 健次（電気通信大学） 

全般 

15：30「ヒューマンファクター､品質管理､社会技術領域の総合技術マップづくりについて」 

牧野 眞臣（原子力安全基盤機構） 

 

15：45～15：50 休憩 

 

パネルディスカッション 

座長 中條 武志（中央大学） 

15：50 パネリスト 上記講演者全員 

 

16：55 閉会挨拶                  圓川 隆夫（東京工業大学） 

 

17：00 閉会 


